
Pride of America にはアメリカ籍大型船に相応しい様々な施設がある。 

順を追って船内を紹介する。 

 

乗船すると、まず迎えるのはデッキ５の『Capital Atrium』である。 

『Capital Atrium』という名に相応しい風格あるロビーである。 

中央奥にはゲストサービスデスクがある。 

ゲストの快適な船内生活を 24 時間サポートする。 

レストランやスパなどの予約もここで OK。 

エクスカーションの予約は左奥にあるカウンターで受け付けている。 

 

船内紹介 



高天井には素敵なデザインの明り取りが輝いている。 

床には大きなアメリカ合衆国の国章がデザインされている。 

嫌でもアメリカの船に乗った実感が湧いてくる。 

  



振り向くと 2 基のエレベータと白い大理石の階段が目に飛び込んでくる。 

 

まさに『Capital Atrium』。 

周りは白い大理石に囲まれどこか宮殿にいるような雰囲気である。 

船の中であることを一瞬忘れさせる。 



 

 



海が見える場所にはちょっとした談笑スペースがある。 

私たちは待合せや読書や談笑の場所として良く利用した。 

すぐ近くには美味しいコーヒーショップ『『ジョン・アダムのコーヒーバー』がある。 

 



船内の廊下、エレベータホール、階段にはたくさんの絵が飾られている。 

船内には『ソーホーアートギャラリー』があり有名アーティストの絵画を販売している。 

  

   



Pride of America は⾧さが 283m もあり廊下がとてつもなく⾧い。 

自分の部屋を見つけるのに一苦労する。 

時には自分がどちらに向かって歩いているのかわからなくなる場合がある。 

 

そんな時には下を見ればよい。 

カーペットのたくさんの魚が泳いでいる方向が船首である。 

もう一度、写真をよ～く見てほしい。 

一匹だけ反対方向に泳いでいる赤い魚がいるのがわかるだろうか。 

 



赤い魚には特に意味はない。 

単なる『遊び心』らしい。 

いかにもアメリカ船らしい。 

 

船内を歩いていると所々に奇妙な球体を見かける。 

何かのオマジナイのようにも見えるが手を介して感染した病原菌を殺すための装置である。 

多くの人が集まる所では入退室時に手洗いが励行されている。 

閉鎖的な Pride of America の船内では感染に対する対策が徹底されている。 

 



広い船内には所々に各種案内表示がある。 

レストランの予約状況やハリウッドシアターのショーの案内などはとても役立つ。 

イベント案内表示 

 

レストラン予約状況 

 

ショーの案内表示 



次に訪れる島のガイド 

 

Pride of America 案内図 

 

船内案内表示 

 



次は船内の各施設について紹介する。 

 

§アメリカ図書室 

充実した蔵書が並ぶ図書室である。 

かつての豪華客船 SS アメリカ号の記念品や遺品が飾られている。  

  



§インターネットセンター 

PC とインターネット環境があり船内から家族や友人に連絡をとるのは簡単である。 

PC はいつも空いていたが衛星通信を使うため高額であり一度も使わなかった。 

 

§ザ・コンサバトリー 

南国のセッティングとガラスの壁を取り入れた静かなエリアである。 

のんびりと一人で読書するのに利用した。 

 



§サウスビーチプール 

Pride of America には、2 つの屋外プールと 4 つのジャグジーがある。 

プールはともかくジャグジーは温泉代わりに考えていたが一度も利用しなかった。 

夜のプールサイドは昼間の喧騒が嘘のように静まり旅情を一段と湧き立てる。 

 



§サンタフェフィットネスセンター 

1 週間のクルーズでもいろいろな方法でシェイプアップすることが出来る。 

本格的なジムやエアロビクス、フィットネスクラスが毎日利用できるが、私たちはもっぱらデッ

キ６での散歩を楽しんだ。 

 

§ザ・チャペル 

いかにもアメリカの船らしいが、プロポーズやバウ・リニューアルに使われるようである。 

バウ・リニューアルは結婚記念日や家族の節目、記念日などに改めて相互に愛を誓い合う事。 

 



§ウォーキングトラック 

船首と船尾に狭い箇所があるが 1 周（約 500m）できる。 

私たちは食事をおいしく食べるために時間があれば歩いた。 

昼間の時間帯には燦燦と降り注ぐ太陽と、夕刻には落ち行く夕陽と暮れ行く島々と、クルーズの

日々がいろいろな顔を見せる。 

 

時間があれば、ウォーキングトラックに行きぼんやり海を眺めていた。 

この場所は海外からのゲスト（私たち？）と出会うには絶好である。 

多くの海外からのゲストと出会い話した思い出の場所でもある。 



§ハリウッドシアター 

本格的なブロードウェイやベガススタイルのショーが楽しめる。 

私たちは部屋で過ごす時間よりもここで過ごす時間の方が⾧かった。 

 

ベガス！ザ・ショー 

エルビスからティナ・ターナーまでエキサイティングなエンターテイナーたちの物語でベガス

スタイルを満喫できる。日常を忘れベガス気分で思いっきり楽しめる！ 

ライト、カメラ、ミュージック！ 

1940 年代のロマンチックな華やかさから『ムーラン・ルージュ』のカンカンのハイキックまで

人気映画のおなじみの場面が見事によみがえる。 



§ニューベリーストリートショップ 

最後は定番のショッピングである。 

ニューベリーはアメリカのボストンにある若い人向きの高級感が漂うストリートである。 

ここの通りに来ると妻の目がいつも輝いていたので、私は『dangerous Street』と呼んでいた。 

 


